
ChatGPTに聞いてみた 国際連合が世界を統一でない原因は 

ChatGPT: 

国際連合（国連）が世界を統一できない理由は、以下のような政治的・構造的・現実的な問題が複

雑に絡み合っているためです。順を追って分かりやすく解説します。 

    1. 主権国家の集まりであるため 

• 国連は「各国の主権を尊重」することが基本原則です（国連憲章 第 2条）。 

• つまり、各国が自分の法律・軍隊・政府を持ち、他国や国連に支配されない権利を持って

います。 

• 国連は各国に命令する権限がなく、「お願い」や「勧告」はできますが、強制力は限定的で

す。 

例：国連が戦争をやめるように言っても、国が同意しなければ止められない。 

    2. 安全保障理事会の拒否権 

• 安保理の常任理事国（米・英・仏・中・露）は、1国でも反対すれば国連の決議が成立しな

い拒否権を持っています。 

• そのため、大国の利益に反するような統一的な行動は取れません。 

例：ロシアがウクライナ侵攻後、非難決議を拒否権でブロックした。 

    3. 文化・宗教・価値観の 

• 世界中には、宗教、民族、政治体制、生活習慣、歴史的背景などが大きく異なる国が存在

します。 

• それぞれの国や国民が異なる価値観を持っているため、「統一された世界政府」のような

体制は実現困難です。 

例：民主主義 vs 権威主義国家、イスラム法国家 vs 世俗国家 

    4. 軍事力を持たない 



• 国連には自前の軍隊がなく、軍事力の行使は加盟国の協力が必要です。 

• つまり、国連が「世界を統一するために軍事的に行動する」という力はありません。 

平和維持活動（PKO）はあくまで各国の協力による限定的な任務。 

    5. 財政的な制約 

• 国連は加盟国の分担金で運営されています。 

• アメリカなど一部の国に依存しており、財政問題が機能を制限しています。 

米国が分担金を滞納すると、国連の活動にも支障が出る。 

    6. グローバルガバナンスの限界 

• 経済・環境・軍事・医療などの分野で、国を超えた問題への対応は進んでいますが、あくま

で協調や合意ベース。 

• 「世界政府」のような統一機関をつくるという構想は、各国の反発や不信感が強く、現実的

ではないと考えられています。 

     結論：国連は「調整役」であって「支配者」ではない 

国連は世界を一つに支配・統一する組織ではなく、「国家間の対話・協調を促すための場」です。

国々の主権が最優先されるため、「統一された世界政府」のような役割を果たすことは制度的にも

不可能です 
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